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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
化学物質が関わる環境問題や多くの事故の再発防止には、化学物質の総合的な安全適正管理が必須である。率

先して行うべき教育研究機関の化学物質管理方法について検討した。全国の多くの大学等における現状の問題

点が、下記のように明らかになり、解決に向けた対策を具体化し、実行中である。 

[1] 大学等における化学物質の管理方法について 

[現状] 化学物質の保管庫単位、教職員単位等の「個別管理」は、ほぼ全てで実行されているが、キャンパス、建

物等の全体の総合的状況が、随時、把握可能な「総合的管理」の行われている大学等は少数に限られている。総

合的管理の実施に際して、管理方法の未確立、人材不足、大学等相互の相談、情報提供、支援等を行う組織の

不在、情報交換の不足等が共通の問題である。 

[総合的管理の特長・問題点] 実施大学等の実績から、総合的管理の特長、システム管理の最適方法等が判明し

た。一方、化学物質市販製品データベースの不在が深刻な問題である。 

[成果] 総合的管理が教育研究基盤に欠かせないことからも、従来の個別管理に代わり、総合的管理の実施促進

が急務である事が確認された。共通問題の解決策として、全国の主な大学等が協力して、共同利用化学物質市販

製品データベースを創製し、2009 年末から利用を開始している。 

[2] 大学等における化学物質の管理規則について 

[現状] 国等の化学物質管理の法規類に、大学等の実状に合わないものが少なくない点や、ほとんどの大学等

で、総合的管理規則が定められていない現状が明らかになった。 

[3] 大学等における化学物質による事故、ヒヤリハット，環境汚染発生の把握状況について 

[現状] 発生状況の系統的な把握、データベース化が、一部で始められている程度である。 

[成果] 上記の問題解決のため、大学等の相互の情報交換、協力に向けた組織が 2009 年秋に新設され、活動を

始めている。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
The integrated safety management of chemicals is indispensable for prevention of environmental 

problems and accidents which will be caused by chemicals.  However, the management method of 

chemicals had not been established for educational and scientific institutions. We have studied on 

the integrated management method of chemicals to show the merits and the problems in educational and 

scientific institutions as follows.  

[1] The merits and problems of the integrated management method of chemicals in educational and 

scientific institutions 

[2] Problems concerning chemicals management rules in educational and scientific institutions 

[3] Problem on summing up of accidents, incidents, and pollution of the environment by chemicals in 

educational and scientific institutions 

The liaison conference started for information exchange on the chemicals management for 

educational and scientific institutions. 

 

 


